
どは示されていません。私は、開業後は人の流れや交通、周辺の土地利用など、地

域の環境が変化していくことも考えられるため、住民の意見を聞きながら、安全性

の確保、景観の整備など、長期的な視点で周辺一帯の住みよい環境づくりにつなが

る様々な整備を検討するよう求めました。また、その一例として、新堀川の水路空

間を歩行空間や滞留空間として活用できないか提案しました。 市は、地域住民の意

見を聞き、必要な整備を検討すると答弁しました。

一般
質問

開業にむけた当面の整備 都市計画道路等の整備(時期不明)

◆｢過程を大切に｣尼崎市の取組を参考に。

阪急武庫川新駅設置事業 対話を重ね、住みよいまちへ

■ 両市の事業の進め方　
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　秋も深まるこの頃、令和7年度決算では4年ぶりに実質

単年度収支が黒字となりました。一方で、厳しい財政状

況には変わりなく、必要な場所に必要な投資が行えるよ

う引き続き、取り組んでまいります。

令和8年11月発行

　9月定例会では阪急武庫川新駅設置事業について取り

上げました。本事業は昨年４月に着手され、阪急電

鉄・西宮市・尼崎市の三者で令和13年度末の開業を目

指して進められています。

　駅開業に向けては、アクセスルートや駐輪場などの整備が予定されています。一方、将来的に都市計画道路な

どの構想も示されていますが、それらについて実現の見通しはたっておらず、開業後から当面の間の周辺整備な

◆開業後を見据えた周辺整備を！

ホームページでの事前告知もないため、対象地域の住民でも説明会開催を知っているとは限りませんでした。

　 一方、同じ事業を進める尼崎市では、基本合意後、勉強会開催、ビジョンの策定など住民とともに学び、対

話を重ねる姿勢で取り組み、昨年の事業決定後もすぐに説明会を開いています。また、案内は市が周辺地域へ全

戸配布し、開催後は内容をわかりやすく発信するなど、検討状況や決定までの過程が見える形で進められていま

す。本市と尼崎市では新駅設置に至るまでの経緯や土地利用の条件等が異なるものの、情報発信の内容やタイミ

ング、住民と意見を交わす機会の設け方などは参考にすべき点があります。私は、事業の何が決まり、何を検討

しているのかなど必要な情報が住民に行き渡るようにし、丁寧に対話を重ねて進めるよう求めました。

　市は、より丁寧に住民とのコミュニケーションを図りながら進めるとともに、説明会の開催案内は、より多

くの方が出席できるよう努めると答弁。10月に開かれた合同説明会では、対象の3町に市が全戸配布し、幅広い

年齢層から前回説明会の約２倍の400人以上が参加して、様々な質問や意見が寄せられました。

　私は事業決定以降、できるだけ早い段階で住民への

説明を行うよう求めてきましたが、本市では令和6年1

月の説明会以降、約2年半にわたり、直接住民に説明す

る場は開かれませんでした。また、これまで説明会等

の周知は、自治会の協力に委ねられ(意見交換会除く)､

※赤は住民と対話できる場　

新堀川（線路南側付近） ｢質問資料｣ウラ面 二次元コード→



あなたの声をお寄せください　　

 

牧みゆき

一般
質問

一般
質問

公共施設のオンライン予約をもっと使いやすく

　農業の継承は全国的に深刻な課題であり、本市でも担い手不足が進む一方、農に関心を持つ市民も少なくあ

りません。しかし、就農希望者や関心を持つ方への案内は十分とは言えず、農地所有者への農地の利用意向調

査の回収率も約30％に留まっています。加えて、なぜ貸すことが難しいのか、条件や支援があれば貸せるのか

までは把握されておらず、問題が深刻化する中、本市としての方針は明確になっていません。

　農に関心を持つ方も、「まず体験したい」「学びたい」「実際に農地を借りたい」など段階によって必要な

支援は異なります。私は神戸市の「ネクストファーマー制度」を例に、関心の度合いや段階に応じて農に関わ

れる仕組みを提案しました。市は、ホームページの案内をより分かりやすくするとともに、利用意向調査票を

見直し、段階的な支援について次期農業振興計画へ反映できるよう取り組むと答弁しました。

　さらに、農を次の世代へつなぐため、学校教育や生涯学習、地域活動、福祉との連携などを通じ、子どもか

ら大人まで農に触れる機会を広げるよう提案しました。

　本市の公共施設のオンライン予約は現在、「文化・ま

なびネット」と「スポーツネット」の2つのシステムに

分かれています。また、施設種別によって利用者IDが異

なるため、同じシステム内でも複数のIDが必要になり、

登録や支払いには窓口へ出向く必要があります。さら

に、施設情報がホームページ上で分散して掲載されてお

り、目的の施設を探すところから予約、実際の利用まで

利用者に多くの手間が生じています。

　現在のシステムは、令和10年度に契約更新を迎えま

す。私は、施設情報を分かりやすく整理すること、更新

を機に予約システムを統一して、共通IDで利用できるよ

・通信を読んだご感想･ご意見 フォームからお声を
お待ちしています。

・学校・暮らし・環境整備など
　市政に関するご相談やご意見
　地方政治について等など…

農地や農を次の世代へつなぐための支援を

◆公共施設のオンライン予約環境　

うにすること、利用者登録のオンライン化などを進めるよう求めました。市は、施設情報の掲載について、問
題を認め、より分かりやすい内容への改善を早期に検討すると答弁しました。一方、予約システムについて
は、令和10年度の更新時にはシステムの統一化は行わず、現在のシステムを再リースして機能を追加する方針
を示しました。しかし、再リースの際には、機能追加のための一定の改修費が必要であり、このタイミングで
新システムを導入する場合と比べ、余分なコストが発生します。私は、本当に再リースが最適なのか、改めて
検討すべきと求めました。市は、関係各課で横断的に協議・精査し、今年度末をめどに決定すると答弁しまし
た。公共施設のスムーズな利用と効率的な運用を目指して、引き続き取り組んでまいります。

ホームページが新しくなりました✨
政策･議会報告なども順次、更新。
市政報告会の案内もこちらに掲載します。

で検索、または↓から

9月定例会では
4つのテーマで
質問しました。

質問
資料

質問
動画

・武庫川新駅設置事業と周辺整備
・広報媒体と情報伝達
・公共施設のオンライン予約システム改善
・農地の利用と農の推進


